
茶葉アスコルビン酸の簡易測定法 

 

［要 約］  

荒茶及び生葉の 2%メタリン酸抽出液を PVPPで除タンニンすることで、小型反射式光度計

（RQflex）で簡易にアスコルビン酸を測定できる。  

 

［担 当］京都府立茶業研究所  

［連絡先］電話 0774-22-5577、メール ngc-chaken@pref.kyoto.lg.jp 

［部会名］茶業 

［専  門］食品品質 

［対  象］茶 

［分  類］指導 

 

［背景・ねらい］  

 アスコルビン酸は茶の保存状態の指標になる重要な成分であり、その分析については

HPLC法や比色法によるのが一般的である。しかし、高価な装置を使用しなければならず、

現場段階には普及していない。  

［成果の内容・特徴］  

1. 被検液の調製は、粉砕した荒茶 1gを 25ml の 2%メタリン酸で 30分間撹拌抽出後、ろ液を

約 200mgの PVPP（ポリビニルポリピロリドン）で 30分間撹拌処理（除タンニン）して行う（図

１）。  

2. 生葉については 4gを 100ml の 2%メタリン酸中で乳鉢、ホモジナイザー等で均質化した後、

30分間撹拌抽出し、以下荒茶同様に操作する（図１）。  

3. アスコルビン酸用試験紙（Merck社製）を調製した被検液に約 2秒間浸した後、試験紙を軽

く振って余分な水分を除き、反応時間（15秒間）内に小型反射式光度計（商品名：RQflex 

Merck社製）で測定する。  

4. 荒茶・生葉とも HPLC法分析値と高い相関を示す（図２、図３）。  

［成果の活用面・留意点］  

1. 簡易法はアスコルビン酸量に基づく荒茶及び生葉の保存状態の把握等、品質管理に活用

できる。  

2. 簡易法は HPLC法より値が高くなる傾向があるため、相対評価に適する。  

3. 水で抽出した場合は妨害物質の影響を受けるため、2%メタリン酸で抽出することが必要で

ある。  
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［具体的データ］ 
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